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Ⅱ　　「科学史サマースクール」参加報告
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　2010年科学史サマースクールが 2010年 8
月 4-6日に立教大学池袋キャンパスで開催され
た 1。今回のテーマは『大学変革期における「科
学の教養」：「科学の○○」科目をどう教えるか』
であり、サマースクールの企画名に冠された科
学史だけではなく、科学哲学・STS・科学コミュ
ニケーション実践まで拡大して、「科学の教養」
について議論することが目指された。
このサマースクールは数学史研究会有志によ
り 2008年から開催されており、2008年の発表
をまとめた報告書が中根他 (2008) 2として出版
されている。また、2009年には科学史教育実践
報告のほか、「非常勤をはじめたら科研費に応募
しましょう」といった若手キャリア形成支援に
関する内容も含み、科学史コミュニティの将来
についての議論が交わされたとのことである 3 。
　今回のサマースクールは企画運営が「数学
史研究会有志」から「プロジェクト＃ 1701・サ
マースクール２０１０実行委員会」となってい
る。＃ 1701とは、「科学社会学・科学技術史」
に対応する科学研究費補助金の分科細目コード
であって、歴史的経緯から科学哲学・科学基礎
論一般を含み、高等教育の枠内では「科学に関
する教養」に関わる分野とみなせる。このよ

うにサマースクールの対象領域が拡大されるに
至ったのには、いくつかの学会で教育に関する
ワークショップを組織している際に学会連携の
試みについて柳生孝昭氏からご示唆を頂いたこ
とがきっかけとなっており、このサマースクー
ルに先立って、日本科学史学会シンポジウム 4 

でも連携を呼びかけた。実際、教育ワークショッ
プ・シンポジウムなどの議論の場、また教育ワー
キンググループの立ち上げなどの動きは、日本
科学哲学会のみならず、多くの学会で同時並行
的に行われているが、その間の情報共有・日本
学術会議等上部組織への連携した働きかけなど
はあまり行われていなかった。しかも＃ 1701の
関連学会は非常に多い。学会の林立については
諸般の歴史的経緯があることは重々承知しては
いるが、関連領域内で対立していられるだけの
余裕があるような状況なのだろうか？ 
　実際に共通の課題がある。＃ 1701関連科目
は、専門家養成機関の数は少なく、多くのアカ
デミックポジションは教養課程におかれていた。
しかし、1991年の大学設置基準大綱化 5 で、「大
学の開設する授業科目を「一般教育科目」、「専
門教育科目」、「外国語科目」、「保健体育科目」
に区分すべきこと、また、それぞれの科目につ

Ⅰ　　原稿募集

　科学哲学会ニューズレターは今年からオンラインのみで発行される情報共有のためのニューズ
レターとして再出発しました。さまざまな研究会の活動、海外の学会の参加報告、ご自分が研究さ
れている分野の最近の研究動向など、情報交換の場として活用していただけると幸いです。ニュー
ズレターに投稿を希望される方は、科学哲学会事務局までご一報ください。
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いて卒業までに修得すべき単位数などを定めて
いたところを、個々の大学が社会の要請に適切
に対応しつつ、より一層特色ある教育研究を展
開することができるようにするため、これらの
開設授業科目の区分や必修単位数などに関する
規定を撤廃 6」したことにより、各大学にとって
教養課程だけを担当する教員ポストを維持する
動機は消滅した。つまりアカデミック労働市場
における団塊世代の置き換え需要はとくに旧教
養課程ポジションに関しては自明でない。した
がって、これらの分野の研究コミュニティの次
世代のポストを確保するためには、「科学の○○」
教育の意義をコミュニティの外に向かって明示
的に提案しなければならない。
　この認識のもとに、科学史コミュニティか
ら提案されたのは、まず「役に立つ科学史教育」
のアイディアである。OECDの DeSeCoで定義
されるキー・コンピテンシ―対応、また諸般の
「学士力」関係の育成に科学史教育は有用である
との売り込みを行うことで、需要喚起をねらう。
また、科学史を授業で扱うことは科学そのもの
の理解につながるという主張もなされた。実際
にアメリカ数学協会では、中等教育教員を主対
象として数学史の最先端についての講習会も行
われているとのことである。
　科学史以外の分野からは、おもに科学史コ
ミュニティに対して各分野の意図を紹介する目
的での発表がなされた。STSからは、STSとい
う領域そのものの歩みについての報告がなされ
た。また科学コミュニケーションの現場からは、
最終的には政策形成につながる提言を行う活動
として科学コミュニケーションを位置づけるべ
きであり、教育に関しても科学イベント実施に
矮小化されない形で行うべきという主張がなさ
れた。哲学からは名古屋哲学教育研究会の活動
報告および哲学史・科学史的観点からの「脳科
学と疑似科学」の話題提供がなされた。
　この議論を経たうえで、元の疑問「＃ 1701
関連学会連携は可能か？」に立ち返ると、連携
活動及び情報共有は確かに必要であると思われ
るが、「哲学コミュニティが外部に何を提案でき
るのか？」という疑問は深まった。この疑問を
問い続けることが今後の活動につながっていく
ことになるだろう。
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